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	製品名: GPR40ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、19番染色体上にクラスターを形成するGタンパク質共役受容体GP40ファミリーのメンバーをコードしています。コードされるタンパク質は中鎖および長鎖遊離脂肪酸の受容体であり、インスリン分泌の代謝調節に関与している可能性があります。この遺伝子の多型は2型糖尿病と関連している可能性があります。[RefSeq提供、2009年4月],機能：中鎖および長鎖飽和および不飽和脂肪酸の受容体。リガンドの結合により細胞内カルシウム濃度が上昇し、グルコース刺激によるインスリン分泌が増強されます。この受容体の活性は、ホスホリパーゼCを活性化するGタンパク質によって媒介されます。G(q)およびG(i)を介した経路を介して作用すると考えられます。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：膵β細胞に豊富に発現しています。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FFAR1抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	フォルスコリン40nM、30μLで処理したCOS7細胞のライセートをFFAR1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。
	

	GPR40ポリクローナル抗体（1:500希釈）を用いたCOS-7細胞のウェスタンブロット解析
	

	GPR40抗体を用いたマウス腎臓溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。

